
広報京たなべは、古紙を配合した再生紙を使用しています。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
（
一
般
被
保
険
者
は
「
ク

リ
ー
ム
色
」、
退
職
被
保
険

者
は
「
う
ぐ
い
す
色
」）
の

有
効
期
限
が
３
月
３１
日
で
切

れ
る
の
に
伴
い
、
新
し
い
被

保
険
者
証
（
一
般
被
保
険
者

は
「
あ
さ
ぎ
色
」、
退
職
被

保
険
者
は
「
藤
色
」）
に
変

わ
り
ま
す
。
新
し
い
被
保
険

者
証
は
郵
送
で
交
付
し
ま
す

（
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納

し
て
い
る
場
合
に
は
、
郵
送

せ
ず
窓
口
で
納
付
相
談
を
し

た
上
で
、
交
付
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
）。
新
し
い
被
保

険
者
証
を
受
け
取
っ
た
ら
、

４
月
１
日
以
降
に
古
い
被
保

険
者
証
を
ご
自
分
で
処
分
し

て
く
だ
さ
い
。

就
学
や
出
張
で
遠
隔
地
証

を
交
付
し
て
い
る
人
も
有
効

期
限
が
切
れ
ま
す
の
で
、
新

し
い
被
保
険
者
証
を
受
け

取
っ
た
ら
必
ず
遠
隔
地
証
の

交
付
手
続
き
に
窓
口
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

４
月
以
降
遠
隔
地
証
が
必
要

な
い
人
は
、
手
続
き
は
不
要

で
す
。

な
お
、
７５
歳
以
上
な
ど
の

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
予
定
の
人
は
、
被
保
険
者

資
格
を
失
う
の
で
、
被
保
険

者
証
の
交
付
は
行
い
ま
せ
ん

が
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
か
ら
一
人
に
一
枚
保
険

証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
国
保
医
療

課
（
☎
６３
・
１
１
２
２
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

三
山
木
地
区
の
顔
と
な
る

近
鉄
三
山
木
駅
、
Ｊ
Ｒ
三
山

木
駅
の
駅
前
広
場
が
完
成
し

ま
し
た
。
市
は
、
３
月
１７
日

㈪
か
ら
供
用
開
始
し
ま
す
。

こ
の
広
場
の
整
備
に
は
、

だ
れ
も
が
安
全
に
安
心
し
て

快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
、

三
山
木
地
区
個
性
あ
る
ま
ち

づ
く
り
検
討
会
を
設
置
し
、

市
民
の
み
な
さ
ん
や
学
生
の

意
見
も
取
り
入
れ
ま
し
た
。

【
駅
前
広
場
の
特
徴
】

「
京
都
府
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
条
例
」
に
定
め
る
障
害

三
山
木
の
駅
前
広
場
歩

道
に
用
い
た
ブ
ロ
ッ
ク
舗

装
材
に
は
、
廃
ガ
ラ
ス
を

原
料
と
し
た
透
水
性
リ
サ

イ
ク
ル
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ

ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
（
廃
ガ
ラ

ス
を
加
工
し
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
に
混
入
し
た
製

品
）
を
使
用
し
て
い
ま

す
。
表
面
が
適
度
に
ざ
ら

つ
き
、
滑
り
に
く
く
、
雨

の
と
き
も
安
心
し
て
快
適

に
歩
け
る
材
料
で
す
。
材

料
と
な
っ
た
廃
ガ
ラ
ス
の

一
部
は
、
三
山
木
地
区
個

性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
検
討

会
か
ら
の
提
言
で
、
環
境

意
識
を
高
め
る
た
め
、
甘

南
備
園
で
集
め
ら
れ
た
再

利
用
で
き
な
い
廃
ガ
ラ
ス

瓶
を
活
用
し
ま
し
た
。

駅
前
広
場
の
一
角
に

は
、
こ
の
取
り
組
み
を
示

す
リ
サ
イ
ク
ル
の
表
示
を

施
し
て
い
ま
す
（
＝
写
真

㊧
）。問合

せ
先
＝
三
山
木
整

備
課
（
☎
６５
・
５
５
４
０
）

の
あ
る
人
や
高
齢
者
を
は
じ

め
す
べ
て
の
人
が
利
用
す
る

際
の
安
全
性
と
利
便
性
を
実

現
す
る
た
め
の
整
備
基
準
に

適
合
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ

か
の
特
徴
は
次
の
と
お
り

車
道
部
の
舗
装
材
＝
舗
装

面
の
わ
だ
ち
発
生
を
防
ぐ
半

た
わ
み
性
舗
装

歩
道
部
の
ブ
ロ
ッ
ク
舗
装

材
＝
環
境
に
優
し
い
、
滑
り

に
く
い
透
水
性
リ
サ
イ
ク
ル

の
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
用

植
栽
＝
高
木
に
よ
っ
て
四

季
の
変
化
が
感
じ
取
れ
る
よ

う
構
成
。
セ
ン
ペ
ル
セ
コ
イ

ヤ
・
サ
ク
ラ
・
ケ
ヤ
キ
な
ど

照
明
＝
竹
を
モ
チ
ー
フ
と

し
た
ハ
イ
ポ
ー
ル
式

バ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー
＝
汚
れ

に
く
く
、
空
気
を
浄
化
で
き

る
膜
素
材
で
光
触
媒
仕
様

【
問
合
せ
先
】

三
山
木
整
備
課
（
☎
６５
・

５
５
４
０
）

甘南備園で廃ガラス瓶を
分別回収

廃ガラスを再利用した
ブロックを使った歩道
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福祉タクシー・
ガソリン利用券を交付
市は、一定程度以上の障害の
ある人の暮らしに役立てていた
だこうと、「福祉タクシー・ガ
ソリン利用券」を交付していま
す。下表の障害のある人で、既
に利用券が交付されている人に
は、市から申請の案内をします。
新しく該当すると思う人はご相
談ください。

時30分～正午と午後1～ 5時、
税務課。無料。本人確認できる
もの（代理人の場合は委任状）
と印鑑、借地・借家などの権利
を有する人は賃貸借契約書など
の権利関係が確認できる書類を
持参。
問税務課（☎ 64-1316）

＜ 3＞ 平成�0年（�008年）3月15日

交付期間は、3 月 24 日㈪～
31 日㈪（土・日曜日を除く）。
4月以降も随時受け付けをして
います。
問社会福祉課（☎ 64-137�）

固定資産税の縦覧
・閲覧を行います
市内の土地・家屋について、
固定資産税を納めている人に土
地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧
を、また固定資産の所有者や借
地・借家人など一定の権利を有
する人には固定資産課税台帳の
閲覧を行います。
同帳簿は、市内の土地または
家屋の固定資産税の価額などを
記載したものです。同台帳は、
所有などしている固定資産の価
額・課税標準額・税相当額など
を記載したものです。なお、同
台帳は、期間終了後も閲覧でき
ます（1件 300 円の手数料が必
要）。また、同台帳の内容は、4
月下旬ごろ発送予定の納税通知
書に添付する課税明細書で確認
することもできます。
4月 1日㈫～ 6月 2日㈪（土・
日曜日と祝日を除く）午前 8

「7カ国語を話そう。」
テーマに講演会
言語交流研究所ヒッポファミ
リークラブは、「7 カ国語を話
そう。」をテーマに講演会を開
きます。外国語を話せない人も
気軽に楽しめる講演会です。
3 月 27 日㈭、社会福祉セン
ター。▼朝の部…午前 10 時 30
分～午後 0時 30 分▼夜の部…
午後 7 ～ 9 時。無料。託児あ
り（要予約）。講師は、同研究
所研究員。
問 言 語 交 流 研 究 所 ヒ ッ
ポ フ ァ ミ リ ー ク ラ ブ（ ☎
01�0-557-761）

親子の科学実験教室
コズミックカレッジ
けいはんな文化学術協会と
私のしごと館、（独）宇宙航
空研究開発機構（JAXA）は、
「親子で楽しむ科学実験教室
（JAXA コズミックカレッジ）」
を開きます。
3月 29 日㈯午後 1～ 3 時 30
分、私のしごと館（精華町）。
対象は、小学 4 年生～中学 3
年生とその保護者。40 組。内
容は、飛行機とロケットの飛ぶ
しくみを学ぼう。500 円。
問私のしごと館・イベント担
当（☎ 98-6115）

コスモス創立 25周年
記念コンサート
4 月 6 日㈰午後 2時から、中
央公民館。内容は、合唱メド
レー・ミュージカル・田辺中学
校吹奏楽部によるマーチング。
入場無料。
問田辺少年少女合唱団コスモ
ス・村坂（☎ 63-5869）

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年

金
の
年
金
額
７９
万
２
千
１
０

０
円
（
平
成
２０
年
度
年
額
）

は
、
２０
歳
か
ら
６０
歳
に
な
る

ま
で
の
４０
年
間（
４
８
０
月
）

す
べ
て
の
保
険
料
を
納
め
た

場
合
の
額
を
基
本
に
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
保

険
料
の
未
納
の
あ
っ
た
月
数

に
応
じ
て
年
金
額
が
減
額
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
を

一
定
期
間
以
上
納
め
て
い
る

こ
と
が
、
老
齢
・
障
害
・
遺

族
基
礎
年
金
を
受
け
る
た

め
の
条
件
の
一
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
未
納
な
ど
で
こ
の

条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
と

年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
保
険
料

は
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う

（
保
険
料
は
、
２
年
を
経
過

す
る
と
時
効
で
納
め
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

納
付
困
難
な
と
き

ご
相
談
く
だ
さ
い

経
済
的
な
理
由
で
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
保
険
料
の

納
付
猶
予
・
免
除
制
度
、

学
生
は
、
学
生
納
付
特
例

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

京
都
南
社
会
保
険
事
務
所

や
市
民
年
金
課
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
（
申
請
が
承
認

さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
）。国民

年
金
保
険
料
は
、

社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
す

る
納
付
書
や
口
座
振
替
な

ど
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

定
額
保
険
料
（
月
額
）

＝
▼
平
成
１９
年
度
…
１
万

４
千
１
０
０
円
▼
平
成
２０
年

度
…
１
万
４
千
４
１
０
円

付
加
保
険
料
（
月
額
４
０

０
円
）
を
併
せ
て
納
付
す
る

と
、
受
け
取
る
年
金
額
が
高

く
な
り
ま
す
。
付
加
保
険
料

の
納
付
を
希
望
す
る
人
は
、

市
民
年
金
課
へ
お
申
し
出
く

だ
さ
い
（
国
民
年
金
基
金
に

加
入
し
て
い
る
人
は
、
付
加

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
）。

問
合
せ
先
＝
▼
市
民
年
金

課
（
☎
６４
・
１
３
３
３
）
▼

京
都
南
社
会
保
険
事
務
所

（
☎
０
７
５
・
６
４
３
・
２

５
４
７
）

薬
害
肝
炎
問
題
で
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
の
検
査
希
望
者
が
増

加
す
る
中
、
府
は
、
Ｂ
型
・

Ｃ
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
早

期
発
見
に
向
け
、
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。検

査
機
関
・
受
診
方
法
＝

▼
山
城
北
保
健
所
・
電
話
予

約
（
検
査
日
は
、
毎
週
木
曜

日
の
午
前
９
～
１１
時
）
▼
府

内
１９
医
療
機
関
…
近
隣
で
は

田
辺
中
央
病
院
（
京
田
辺

市
）、
八
幡
中
央
病
院
（
八

幡
市
）、
宇
治
徳
洲
会
病
院
・

宇
治
病
院
（
宇
治
市
）、
き

づ
川
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
城
陽

市
）、
久
御
山
南
病
院
（
久

御
山
町
）、
済
生
会
京
都
府

病
院
（
長
岡
京
市
）、
学
研

都
市
病
院
（
精
華
町
）、
公

立
山
城
病
院
（
木
津
川
市
）・

予
約
な
ど
の
必
要
事
項
は
、

各
医
療
機
関
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

対
象
者
＝
①
平
成
６
年
以

前
に
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤

の
投
与
を
受
け
た
可
能
性
の

あ
る
人
（
▼
妊
娠
中
ま
た
は

出
産
時
に
大
量
の
出
血
が

あ
っ
た
▼
大
量
に
出
血
す
る

よ
う
な
手
術
を
受
け
た
▼
食

道
静
脈
瘤
の
破
裂
、
消
化
器

系
疾
患
、
外
傷
な
ど
で
大
量

の
出
血
が
あ
っ
た
▼
が
ん
、

白
血
病
、
肝
疾
患
な
ど
の
病

気
で「
血
が
止
ま
り
に
く
い
」

と
指
摘
を
受
け
た
▼
特
殊
な

腎
結
石
・
胆
石
除
去
法
（
結

石
を
フ
ィ
ブ
リ
ン
塊
に
包
理

し
て
取
り
除
く
方
法
）、
気

胸
で
の
胸
膜
接
着
、
腱
・
骨

折
片
な
ど
の
接
着
、
血
が
止

ま
り
に
く
い
部
分
の
止
血
な

ど
の
治
療
を
受
け
た
）
②
血

友
病
以
外
の
病
気
で
非
加
熱

血
液
凝
固
因
子
製
剤
の
投
与

を
受
け
た
可
能
性
の
あ
る
人

（
▼
新
生
児
出
血
症
（
新
生

児
メ
レ
ナ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
欠

乏
症
な
ど
）
の
病
気
で
「
血

が
止
ま
り
に
く
い
」
と
指
摘

を
受
け
た
▼
肝
硬
変
や
劇
症

肝
炎
で
入
院
し
、
出
血
が
著

し
か
っ
た
▼
食
道
静
脈
瘤
の

破
裂
、
消
化
器
系
疾
患
に
よ

り
大
量
の
下
血
が
あ
っ
た
▼

大
量
に
出
血
す
る
よ
う
な
手

平
成
２０
年
度
国
民
年
金
保
険
料
の

学
生
納
付
特
例
申
請
を
４
月
１
日
㈫

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
学
生
本
人
の

前
年
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
と

き
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
＝
大
学
（
大
学

院
）・
短
期
大
学
・
高
等
学

校
・
高
等
専
門
学
校
・
専

修
学
校
・
各
種
学
校
（
学

校
教
育
法
に
規
定
さ
れ
る
各
種
学
校

で
終
業
年
限
が
１
年
以
上
で
あ
る
課

程
）・
文
部
科
学
大
臣
が
指
定
し
た

課
程
の
海
外
大
学
（
日
本
分
校
）
な

ど
に
在
籍
す
る
人

承
認
期
間
＝
申
請
の
あ
っ
た
日
の

属
す
る
年
度
。
た
だ
し
、
４
月
中
は
、

前
年
度
の
申
請
が
で
き
ま
す

年
度
途
中
に
申
請
し
て
も
、
そ
の

年
度
の
４
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
承

認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

事
故
や
病
気
で
障
害
が
残
っ
た
と

き
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。申

請
手
続
き
に
必
要
な
も
の
＝
▼

学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）
ま
た
は
在
学

証
明
書
▼
年
金
手
帳
▼
印
鑑
（
自
筆

不
要
）
▼
会
社
な
ど
を
退
職
し
学
生

と
な
っ
た
人
は
、
雇
用
保
険
被
保
険

者
離
職
票
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
（
い
ず
れ
も
コ
ピ
ー
可
）

前
年
度
承
認
さ
れ
、
今
年
度
も
引

き
続
き
学
生
の
場
合
も
改

め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

は
が
き
を
送
付
し
ま
す
の

で
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
（
は
が
き
が
届
か
な
い
人
は
、

市
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
）。

問
合
せ
先
＝
▼
市
民
年
金
課
（
☎

６４
・
１
３
３
３
）
▼
京
都
南
社
会
保

険
事
務
所
（
☎
０
７
５
・
６
４
３
・

２
５
４
７
）

術
を
受
け
た
（
出
産
時
の
大

量
出
血
も
含
む
））

な
お
、
過
去
に
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
査
を
受
け
た
人
は
、

基
本
的
に
再
度
検
査
を
受
け

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

検
査
費
用
＝
無
料

問
合
せ
先
＝
▼
府
山
城
北

保
健
所
（
☎
２１
・
２
１
９
１
）

▼
府
健
康
対
策
室
（
☎
０
７

５
・
４
１
４
・
４
７
２
６
）

▼
教
育
委
員
会
…
①
生
活
介

助
員
（
学
校
生
活
で
特
別
に

支
援
が
必
要
な
児
童
・
生
徒

の
支
援
）
②
学
級
運
営
支
援

員
（
小
学
１
年
生
学
級
の
運

営
支
援
）。な
お
、①
と
②
は
、

市
立
小
・
中
学
校
で
勤
務
し
、

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
児

童
・
生
徒
の
登
校
日
に
勤
務

で
き
る
人
が
対
象
で
す

市
募
集
分
は
、
職
員
課
に

備
え
付
け
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
、
教
育
委
員
会

募
集
分
は
、
教
育
総
務
課
に

備
え
付
け
ま
た
は
教
育
委
員

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申
込
書
に

必
要
事
項
を
書
い
て
、
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

採
用
は
、
職
員
に
短
期
的

直
通
電
話
を
設
置

☎
２７
・
５
８
３
９

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
甘
南

備
園
プ
ラ
ザ
棟
の
リ
ユ
ー
ス

品
展
示
場
に
直
通
電
話
が
つ

き
ま
し
た
。
電
話
番
号
は
、

２７
・
５
８
３
９
で
す
。
常
設

展
示
を
開
設
し
て
い
る
平

日
の
午
前
９
時
３０
分
～
午
後

３
時
３０
分
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
こ
の
電
話
番
号
に
お
か

け
く
だ
さ
い
。
京
田
辺
エ
コ

パ
ー
ク
か
ん
な
び
の
会
員
が

応
対
し
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
時
間
は
、

清
掃
衛
生
課
（
☎
６８
・

１
２
８
８
）
に
お
か
け
く
だ

さ
い
。

「
付
喪
神
」
を

ご
存
知
で
す
か

「
京
田
辺
エ
コ
パ
ー
ク
か

ん
な
び
」
は
昨
年
５
月
の
発

足
以
来
、
活
動
が
順
調
に
続

け
ら
れ
、
こ
の
「
エ
コ
パ
ー

ク
だ
よ
り
」
の
掲
載
も
１０
回

目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
も

市
民
の
み
な
さ
ん
の
お
か
げ

と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
み
な
さ
ん
は
「
古

道
具
が
大
事
に
使
わ
れ

１
０
０
年
を
経
る
と
、
魔
力

を
得
て
付
喪
神
（
ツ
ク
モ
ガ

ミ
）
と
い
う
妖
怪
に
変
身
す

る
」
と
い
う
話
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
物
を
粗

末
に
す
る
と
ツ
ク
モ
ガ
ミ
に

祟
ら
れ
る
と
い
う
の
で
す
。

平
安
の
昔
、
魑
魅
魍
魎

（
チ
ミ
モ
ウ
リ
ョ
ウ
）
が
の

さ
ば
っ
た
冥
府
魔
界
（
メ
イ

フ
マ
カ
イ
）
に
お
い
て
活
躍

し
た
安
倍
清
明
（
ア
ベ
ノ
セ

イ
メ
イ
）
が
、
妖
怪
を
も
っ

て
魔
を
制
し
た
と
い
う
話
は

有
名
で
す
が
、
彼
が
魔
物
退

治
で
操
っ
た
式
神
（
シ
キ
ガ

ミ
）
の
一
つ
に
ツ
ク
モ
ガ
ミ

も
い
た
の
で
す
。
ゲ
ゲ
ゲ
の

鬼
太
郎
や
も
の
の
け
姫
の
先

輩
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。物

を
大
切
に
使
う
気
持
ち

の
現
れ
「
も
っ
た
い
な
い
」

は
、
こ
れ
ら
の
話
と
と
も
に

平
安
の
昔
か
ら
受
け
継
が
れ

た
日
本
人
の
心
の
奥
に
秘
め

る
あ
り
が
た
い
精
神
だ
と
い

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

な
欠
員
（
産
休
な
ど
）
が
生

じ
た
場
合
な
ど
に
、
臨
時
的

任
用
職
員
登
録
者
名
簿
登
載

者
の
中
か
ら
選
考
し
、
任
用

し
ま
す
。

受
付
時
間
＝
午
前
８
時
３０

分
～
正
午
と
午
後
１
～
５
時

（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
と

祝
日
を
除
き
ま
す
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
▼
職

員
課
（
☎
６４
・
１
３
２
４
）

▼
教
育
総
務
課
（
☎
６４
・
１

３
９
１
）

「人権の花」をお年寄りへ
2 月 26 日と 3 月 4 日に、草内・田
辺両小学校の児童は、「人権の花」で
ある水仙約 200 本を老人福祉センター
常磐苑や田辺幼稚園に贈りました。
これは、法務省主催の「人権の花」
運動として、栽培を通じ人権意識の高

ハローワークのセミナー
履歴書・職務経歴書の書き方…3 月 21
日㈮・28 日㈮の午前 10 ～ 10 時 50 分。早
期再就職支援セミナー…3月 19 日㈬・26
日㈬の午後 4～ 5 時。いずれも申込不要。
気軽に参加してください。
問ハローワーク田辺（☎ 65-8609）

揚を図ろうとするもの。昨年秋に人権
擁護委員から贈られた水仙の球根を、
子どもたちが一生懸命に育て、花を咲
かせました。
常磐苑では、利用者のみなさんが草
内小学校の 5年生からきれいな花を受
け取り、喜んでいました（＝写真）。

市
役
所
や
学
校
で

働
き
ま
せ
ん
か
？

市
と
教
育
委
員
会
は
、
平

成
２０
年
度
の
臨
時
的
任
用
職

員
（
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト

職
員
）
の
登
録
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

職
種
＝
▼
市
…
一
般
事

務
・
保
育
士
・
給
食
調
理
師
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昨年の 4月から、茶苦楽れぽーとで担い手育成塾の
活動報告をさせていただきました。早いもので 1年が
過ぎようとしていますが、今回で最終回となります。
まもなくお茶摘みの時期。それに合わせておいしい
お茶を作るために、塾生は奮闘しています。
5月初旬、塾生が丹精込めて作った研修茶園でお茶
摘みを行います。くわしくは、広報紙などで案内しま
すので、お茶摘みをやってみたいという人は、ぜひお
越しください。
これからも塾生の活動の応援をよろしくお願いしま
す。
機会があれば、市の特産「玉露」をぜひご賞味くだ
さい。
問合せ先＝農政課（☎ 64-1362）

た
。ま

た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
推
進
は
、
市
長
の
掲
げ
る

京
田
辺
市
活
性
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
提
示
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
具
現
化
に
向
け
、
会
館
中

央
の
階
段
に
１
人
用
の
昇
降

機
を
設
置
し
ま
し
た
。

階
段
昇
降
機
は
、　

い
す

に
座
っ
た
ま
ま
階
段
を
上
り

下
り
で
き
る
も
の
で
、
階
段

に
固
定
し
た
レ
ー
ル
に
沿
っ

て
い
す
が
電
動
で
昇
降
し
ま

す
。
い
す
に
あ
る
ス
イ
ッ
チ

で
利
用
者
自

身
が
操
作
す

る
こ
と
も
で

き
ま
す
が
、

安
心
・
安
全

に
ご
利
用
い

た
だ
く
た

め
、
職
員
が

操
作
な
ど
の

平成20年（2008年）3月15日 ＜ 4＞

下水道の維持管理費は、公費で負担すべき部分を除き、
基本的には私費（使用料）で賄うべきものとされていま
す。これは、排出した者が負担すべきという考え方によ
るものです。では本市の場合、どれだけ使用料で賄えて
いるのでしょうか。
右図は、維持管理費とその
財源を比較したものですが、
使用料だけではすべてが賄え
ず、不足分は起債や一般会計
からの繰入金（税金）で補て
んしています。この補てん分
を仮に半分程度に削減しようとすれば、１億 9,000 万円
ほどの新たな収入が必要になります。
そこで、経費を削減するよう努め、未接続者の解消に
も取り組んでいます。しかし、それでもなお不足します
ので、今後は私費負担を経費に見合う額に近づけていく
必要があります。
問合せ先＝下水道課（☎ 64-1352）

『
近
藤
幸
子
の

し
あ
わ
せ

絵
本
レ
シ
ピ
』

近
藤
幸
子
／
著

白
泉
社
／
発
行

　

市
は
こ
の
ほ
ど
、
三
山
木

福
祉
会
館
内
に
階
段
昇
降
機

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

同
会
館
は
、
市
南
部
地
域

の
福
祉
と
人
権
の
ま
ち
づ
く

り
の
拠
点
施
設
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
、
各
種
教
室
や
会

議
な
ど
で
利
用
す
る
人
が
増

加
。
南
部
の
区
・
自
治
会
か

ら
も
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ

る
人
が
２
階
へ
上
り
下
り
し

や
す
い
よ
う
に
配
慮
し
た
設

備
を
設
置
し
て
ほ
し
い
と
い

う
要
望
が
出
さ
れ
て
い
ま
し

み
な
さ
ん

は
、
絵
本
に
出

て
く
る
お
菓
子

を
作
っ
て
み
た

い
と
思
わ
れ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
。

こ
の
本
で
は
、
絵
本
の
中

に
出
て
く
る
お
菓
子
を
著
者

が
オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
と
し

て
紹
介
し
、
実
際
に
作
っ
て

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、『
は
ら
ぺ
こ
あ

お
む
し
』
に
出
て
く
る
〈
さ

く
ら
ん
ぼ
パ
イ
〉
や
『
バ
ム

と
ケ
ロ
の
に
ち
よ
う
び
』
に

出
て
く
る
〈
や
ま
も
り
ド
ー

ナ
ツ
〉
な
ど
子
ど
も
た
ち
が

大
喜
び
す
る
１３
作
品
の
絵
本

の
レ
シ
ピ
が
載
っ
て
い
ま

す
。こ

の
本
を
き
っ
か
け
に
、

昔
読
ん
だ
絵
本
の
世
界
に
浸

り
な
が
ら
、
お
菓
子
を
作
る

の
も
よ
し
、
新
し
い
絵
本
と

出
会
い
、
お
菓
子
を
作
っ
た

後
に
、
一
度
そ
の
絵
本
を
ゆ

っ
く
り
読
ん
で
み
る
の
も
よ

し
。
一
度
に
二
度
楽
し
め
る

本
で
す
！
。

補
助
を
行
い
ま
す
の
で
、
事

務
室
ま
で
お
気
軽
に
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
三
山
木
福
祉

会
館
（
☎
６２
・
０
５
７
１
）　

階
段
昇
降
機
で
ス
ム
ー
ズ
に
階
段
を
上
る
利
用
者

山林火災に備え訓練

3 月 2 日に天王の山林で、消
防署と消防団合同の消火訓練が
行われました（＝写真㊧）。市
長も現地で訓練を見守る中、約
50 人が参加し、万が一に備え、
山林火災に対する防御活動の手
順や消防署と消防団の連携を確
認しました。

図書などをリサイクル

図書館リサイクル広場が、3 月 8
日から 13 日まで中央図書館で開か
れ、初日には開館前からたくさんの
人が列を作りました。
本や資料など、約 1 万 3,000 冊を
無料で提供。家族 3人で訪れた栗原
クリスさんは「いろいろな本がある
ので、全く思いつかない本との出会
いがあり、新発見ができます」と楽
しそうに本を探していました。

ボランティア活動を体験

3 月 8 日、ボランティアふれ
あいまつりが社会福祉センター
で開かれ、約 500 人が模擬店・
ステージ発表、点字や手話など
の体験を楽しみました。
実行委員長の服部卯之輔さん
は、「若い人からお年寄りまで
幅広い年代の人に参加していた
だいてうれしいです」と話して
くれました。

お気に入りの本を見つけて
喜ぶ姉妹

点字体験をする参加者

市
の
広
報
紙
に
掲
載
し
て
き

ま
し
た「
ノ
ー
マ
ル
お
く
さ
ん
」

が
終
了
し
ま
す
。

社
会
の
話
題
を
交
え
、
３０
年

間
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
い
た

「
ノ
ー
マ
ル
お
く
さ
ん
」
の
作

者
南
久
美
子
さ
ん
か
ら
読
者
の

み
な
さ
ん
へ
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
３０
年
も
の
長
い
間
、
広
報

紙
に
連
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

そ
の
間
、
大
き
く
変
わ
っ
た

京
田
辺
の
町
、
何
も
変
わ
ら
ぬ

京
田
辺
の
町
と
い
う
も
の
を
、

ノ
ー
マ
ル
お
く
さ
ん
の
目
を
通

し
て
拝
見
し
て
き
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
い
つ
ま
で
も
、
こ
の

豊
か
な
自
然
と
人
情
に
包
ま
れ

人
々
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

町
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
み
な

さ
ま
お
元
気
で
！
」

南　

久
美
子　
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